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平成20年 度 各委員会紹介

教育研究プログラム委員会報告

 教育プログラムとしては本年度 も3研 究科共通

の研究参加型科 目であるプロジェク ト科目を開講

した。この科 目は社会学研究科、文学研究科、政

策メディア研究科共通の大学院科 目で、本拠点の

プロジェク トである、「脳 と進化」、「遺伝と発達」、

「認知 と言語」、「哲学 ・美学 ・文化人類学」、「論理・

情報」の各班の研究に参加 して成果を挙げること

が単位 になるもので、科 目名はそれぞれプロジェ

ク トA、プロジェク トB、プロジェク トC、プロジェ

ク トD、 プロジェク トEと なっている。 したがっ

て各班の事業推進担当者はそのまま大学院の授業

担当者になり、自分の所属 していない研究科では

兼任講師になる手続 きを採 っている。また、各 プ

ロジェク トには複数の担当者がおり、複数指導体

制 を原則 としている。

 履修に際しては通常のガイダンスとは別に各プ

ロジェク ト科 目の担当者 による個別ガイダンスを

行い、研究内容をよく話 し合ってから履修できる

ように配慮 した。大学院科 目は半期制になってい

るので、前期終了時に中間評価 を行い、年度末(2

月2日)に 最終発表会 を行い、担当者の評価 を経

て、プロジェク ト科 目修了証を授与 した。これは

科 目の評価 とは別のもので、最終発 表を行わな

かった者には授与 されない。今年度は合計10名 の

履修者に修了証が授与された。以下が本年度の履

修者の研究テーマである。

「プロジェク ト科目研究テーマ」

嗅覚刺激 における等価性の成立

図的推論の神経基盤の解明に向けて

第二言語獲得における内的仕組み

論理学の手法によるメ ンタルロジックの分析

大規模双生児データベースの設計 と構築

 ま た 、 研 究 成 果 と し て は 英 文 単 行 本"Rational

Animals, Irrational Humans","A NewApproach

to Functional Neuroimaging Near-lnfrared

Spectroscopy(NIRS)"を 出 版 した 他 、 英 文 論 文

91件(う ち 著 書29件)、 和 文 論 文28件(う ち 著 書

18件)を 出版 した 。 海 外 で の シ ン ポ ジ ウム 、 発 表

は74件 、 国 内学 会 で の 発 表 は81件 で あ っ た 。 こ れ

らは研 究 業 績 一 覧 に示 さ れ て い る。
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国際教育研究プログラム委員会

International Activities:

 The academic year 2008 saw a great number

and a large variety of activities regarding

international cooperation, in fact the space assigned

to this overview is by far not enough to account

for all of them, so that in what follows only a

representative overview will be given.

 International cooperation occurred on all levels

of the G-COE. Our general policy has again been

based on the twin principles of deepening existing

relationships and of reaching out for new partners

of collaboration. On the level of institutional

agreements this meant, for example, that we could

sign contracts with the University of South Florida

(USA)and with the Gachon University of Medicine

and Science(Republic of Korea). We have been

immensely fortunate to add them to the group of

our esteemed partners in Montreal, London, Paris,

Bielefeld and Vienna. Nonetheless, our cooperation

has by no means been restricted to members of

these institutions. Rather, guided by the focus

on our individual researchers, their expertise

concerning the international state of the art in their

respective fields, and their international connections,

we managed to reach out to well beyond that

realm.

 Moreover, thanks to an internal agreement

of transferring some budget in order to cover

additional invitations of distinguished foreign

researchers, we could-to some extent at least

-make up for the inevitable, but rather difficult

reduction of funding in the second year and thus

retain a considerably high level of such activities.

 As far as larger events are concerned, we

had-for example-in February the 2nd leg of last

year s symposium, now with swapped roles and

therefore entitled"Emotional Animals, Sensible

Humans",which once again brought together a

host of renowned speakers from overseas and from

Japan and offered a most creative combination of

different points of view and different approaches

to topics ranging from the neurobiology of love to

the exploration of logical possibilities in modern

国 際教 育 研 究 プ ロ グ ラ ム 委 員 会

 2008年 度 に は 、 限 ら れ た 紙 面 で は書 き きれ な

い ほ どの 、 国 際 協 力 に 関 す る多 くの 、 そ して さ

ま ざ ま な 活 動 を行 う こ とが で き ま した 。 こ こ で

は 、 そ の 代 表 的 な概 観 の み を報 告 し ます 。

 国 際 協 力 は、 グ ロ ー バ ルCOEの あ ら ゆ る レ

ベ ル に お い て 行 わ れ て い ます 。 我 々 の 共 有 の 方

針 は 、 既 存 の 関 係 の 強 化 と、 新 し い 共 同研 究 者

の 獲 得 と い う2つ の 原 則 に 基 づ い て い ま す 。 制

度 上 の 協 定 レ ベ ル で は 、 例 え ば 、University

of South Florida(USA)やGachon University

of Medicine and Science(Republic of Korea)

と、 提 携 を 結 ぶ こ と が 出 来 ま した 。Montreal,

London, Paris, Bielefeldお よ びViennaに お け

る 、 す ば ら しい 共 同研 究 者 た ち に、 上 記 の メ ン

バ ー を加 え る こ とが で きた の は 大 変 喜 ば しい こ

とで す 。 ま た 我 々 の 共 同 研 究 の 対 象 は 、 これ ら

諸 団 体 の メ ンバ ー に 限 られ て は い ま せ ん。 む し

ろ 個 々 の グ ロ ー バ ルCOE研 究 者 の 関 心 で あ る、

各 分 野 の 国 際 情 勢 に 関 す る 専 門 知 識 や 、 国 際 的

な つ な が りに 基 づ い て 、 我 々 は 既 存 の 領 域 を超

え る 関 係 の形 成 を達 成 す る こ とが 出 来 ま した 。

 さ ら に、 海 外 の 著 名 な研 究 者 の 補 足 的 な 招 待

を補 う予 算 が 、内 的 に認 可 され た お か げ で 、我 々

は 、2年 目 に不 可 避 の 、 そ して 厳 しい財 源 の削 減

に 対 し、 少 な く と も あ る程 度 は 、 補 填 が 可 能 に

な りま し た 。 そ し て そ の 結 果 、 高 い レベ ル の 活

動 を 維 持 す る こ とが 出 来 ま した。

 よ り大 きな イ ベ ン トに 関 して は、 例 え ば、 昨

年 の シ ン ポ ジ ウ ム の 第2弾 と し て 、"Emotional

Animals, Sensible Humans"と 題 し た シ ンポ ジ

ウ ム を2月 に 開 催 し ま し た。 海 外 お よ び 日本 か

ら、 多 くの 著 名 な 講 演 者 が 今 年 も集 ま り、 シ ン

ポ ジ ウ ム の トピ ッ ク に つ い て、 愛 の神 経 生 物 学

か ら現 代 の デ ジ タ ル ア ー トに お け る 論 理 学 の

可 能 性 の 検 討 ま で 、 異 な っ た 観 点 と 異 な っ た
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digital art. Several important events related to

neuroscience were jointly organised with other

organisations such as the symposium"From

molecule to cognition"and the symposium
"N

euroscience of self-awareness"at the Tokyo

International Forum, both in July. In connection

with both events, Prof. Richard Frackowiak of

the Wellcome Trust Centre for Neuroimaging

at University College London, to name just him

among many other distinguished speakers, was

once again our guest in Tokyo. Other scientifically

oriented events drew on an evolutionary approach

to neural networks and cognition with a talk in July

by Michael A. Hofman of the Netherlands Institute

for Neuroscience, or examined the contribution of

bodily states to emotions on the basis of evidence

from neuroimaging in a January lecture given by

Prof. Hugo D. Critchley of the University of Sussex

in Brighton(UK).

   The G-COE supported the Conference on
"O

ntologie et Phenomenologie"in July which united

Japanese and overseas researchers, such as Jocelyn

Benoist, of the phenomenological and the analytical

traditions in philosophy. There were events relating

to the history of art, such as the symposium in

November on"Logic in Church Decoration"with

Prof. Julian Gardner and Dr. Christa Gardner von

Teuffel of Warwick University(UK), and relating

to linguistics, such as the workshop"Patterns in

Language and Thought",held in September, with

Nick Enfield and Asifa Majid from the German

Max Planck Institute for Psycholinguistics. The

two part symposium in January with Margret Lock

from McGill, touching, among many other things,

on the highly ambivalent political implications of

progress in biological and medical research was one

of several similar events in cultural anthropology.

In July, Prof. Mark McPherran of the Simon Frazer

University gave a talk on an important question

regarding the composition of Plato's dialogue
"Th

eaetetus".

   Our members hosted many other guest lectures

and guest seminars which, unfortunately, cannot

all be mentioned in detail. At least, however, the

opportunity should be taken for thanking all the

organizers for their efforts to make these precious

14

ア プ ロ ー チ に よ る 、 創 造 的 な 議 論 が な さ れ ま

し た。 ま た 東 京 国 際 フ ォ ー ラ ム に お け る2つ の

シ ン ポ ジ ウ ム、"From molecule to cognition"

お よ び"Neuroscience of self-awareness"(と

も に7月 開 催)を は じ め と し た 、 神 経 科 学 に

関 す る い く つ か の 大 き な イ ベ ン トが 、 他 の 機

構 と共 同 開 催 さ れ ま し た 。 こ の2つ の シ ン ポ ジ

ウ ム に 関 連 し て、Richard Frackowiak教 授

(Wellcome Trust Centre for Neuroimaging at

University College London)に 、 東 京 に 再 訪

して い た だ き ま し た 。 他 の 科 学 的 イ ベ ン トと し

て 、Michael A. Hofman(Netherlands Institute

for Neuroscience)に よ っ て 神 経 回 路 と認 知 に

つ い て の進 化 論 的 ア プ ロー チ の 講 演 を7月 に 開催

し、 ま たHugo D. Critchley教 授(University of

Sussex in Brighton, UK)に よ る、ニ ュ ー ロ イ メ ー

ジ ン グ の 知 見 に 基 づ い た、 情 動 が 身体 に 及 ぼ す

影 響 に 関す る 講 演 を1月 に 開催 し ま した 。

  グ ロ ー バ ルCOEは 、 Jocelyn Benoistら を は じ

め と した 、 哲 学 に お け る現 象 学 お よび 分 析 哲 学

の 伝 統 に 関 係 す る 日本 と海 外 の研 究 者 が 一 体 と

な っ た 、 日仏 共 同 哲 学 研 究 会 「現 象 学 と言 語 哲

学 に お け る オ ン トロ ジ ー 」を7月 に主 催 し ま した 。

ま た 美 術 史 に 関 連 し た イ ベ ン トと し て 、Julian

Gardner教 授 とChrista Gardner von Teuffel博 士

(と も にWarwick University, UK)が 参 加 した

"L
ogic in Church Decoration""を11月 に 開 催

し ま した 。 心 理 言 語 学 に 関 連 す る イ ベ ン トと し

て は、Nick EnfieldとAsifa Majid(と も にMax

Planck Institute, German)が 参 加 した"Patterns

in Language and Thoughtを 、9月 に 開 催 し ま

した 。1月 にMargret Lock(McGill University)

と行 っ た2つ の シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 生 物 学 お よ

び 医 療 研 究 の 最 前 線 の 、 非 常 に不 安 定 な 政 治 的

影 響 に つ い て 触 れ て い ま す が 、 これ は 文 化 人 類

学 班 の 数 々 の イ ベ ン トの う ち の1つ で した 。7月

に は、Mark McPherran教 授(Simon Frazer Uni

versity)の 、 プ ラ ト ンの 対 話"Theaetetus"の

構 成 に 関 す る 重 要 な 質 問 に つ い て の 講 演 を 開 催



talks possible. It is most encouraging to see that

even while this report is being written, new

invitations are already circulated for events to

be held in the remainder of the academic year in

February and March:for example, a symposium

with Prof. Laurence J. Kirmayer of McGill has

been scheduled and he will be talking about a re-

evaluation of anthropological and transcultural

psychiatric studies on culture and medicine.

 As far as"export activities"are concerned, it is

particularly noteworthy that the G-COE could assist

several of our students and research assistants

taking their first steps in the international arena.

To mention just a few examples:an impressively

large Keio contingent attended the XXIInd World

Congress of Philosophy last summer in Seoul and

presented papers mainly covering their doctoral

research topics, such as phenomenology and

analytical metaphysics. In a similar vein, the Keio-

Cambridge seminars continued to flourish by

virtue of the active participation of our psychology

students. This year's session in July was held in

Cambridge and focused on comparative cognitive

science.

 As the respective lists indicate, the members of

the G-COE contributed significantly to international

publications in various forms;moreover, the

members of the G-COE showed strong presence at

international conferences or as guest speakers at

foreign universities.

 We all hope that we can continue and possibly

even widen our international cooperation in the

years to come;in particular we look forward to

welcoming renowned authorities as well as young

ascending hopefuls in their respective fields at Keio

University in the future.

しました。

 我々は、他にも多 くの招待講演および招待セ

ミナーを主催 しました。その詳細 を言及で きな

いのは残念ですが、これ らの貴重 な会議を開催

したすべての企画者に感謝 します。この報告書

が書かれている間にで さえ、今年度の残 りの2

月、3月 で開催 され る新 しい イベ ン トの招待状

が,既 にまわっていることは、素晴 らしいこと

です。例えば、Laurence J. Kirmayer教 授(McGill

University)と のシンポジウムが予定 されてお

り、文化学 と医療 に関する人類学 ・総合文化お

よび精神医学的な再評価 に関 した講演が行われ

るでしょう。

 海外活動に関 してグローバルCOEは 、所属す

る学生および研究員のために、国際舞台にたつ

第一歩 となる活動 を援助 したことは、特 に注 目

に値 します。い くつかの例 を挙げると、去年の

夏にソウルで行われた第22回 国際哲学会議に慶

應大学院生が多数出席 し、現象論や分析形而上

学 といった、主に博士研究に関連 した論文 を発

表 しました。同様 に、Kei(〉-Cambridge seminar

は、心理学専攻の学生の積極的な参加 によって

活発に継続 しています。今年の7月 のセッション

は、Cambridgeで 開催 され、比較認知科学に焦

点が当てられました。

 また、それぞれの業績が示す ように、グロー

バルCOEの メ ンバ ーは様々なかたちで国際的な

刊行物に多大 に貢献 しました。 さらに、グロー

バルCOEの メ ンバーは国際会議 において、 また

海外の大学の招待講演者 として強い存在力 を示

しました。

 我 々は来年度以降 も、我々の国際協力を維持

し、拡大で きることを期待 しています。将来の

慶應義塾大学 において、我々は、著名な研究者

とともに、特に個々の分野で前途有望な若手研

究者を迎え入れることを楽 しみにしています。
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1教 育研究施設委員会

 本委員会 は教 育研究のハー ド面での整備を行

うもので2007年 度に引き続 き以下の施設の整備を

行った。

MRI教 育研究施設

 MRI棟 は、三田綱町地区の一画に位置 しており、

平成19年12月 に着工、翌年2月 末に工事が完成 し

た。建物の竣工後、ファンクショナルMRIと して

使用するための実験設備の整備 に数か月を要 し、

平成20年 半ばに本格的な運用がスター トした。今

回導入 されたのは、シーメ ンス社 のTrio 3テ ス

ラである。主な特徴は、最先端のアルゴリズムを

使用 した空問分解能の高いパ ラレルイメージング

の実現であ り、病院等で広 く用 いられている1.5

テスラのMRIと 比べて、撮像時間の短縮 と大幅な

画質向上が実現されている。

 ファンクショナルMRIの 実験設備として整備 し

たのは、視覚刺激提示装置(非 磁性体眼鏡一式 ・

視力測定装置を含む)・ 聴覚刺激提示装置 ・体性

感覚刺激装置 ・反応記録装置 ・自律神経機能測定

装置であ り、いずれもMRI対 応のもので、運用の

ための各種チューニングが完了し、現在正常に動

作 している。 また、実験制御用アプ リケー ショ

ン環 境 と し て は、E-Prime, SuperLab, Cogent,

Visual Basicな どを使用するための整備が整え ら

れている。

 グローバルCOEに おけるMRI研 究は、3つ の

専門委員会により運用 されている。全体的な研究

の運営および統括 を行 うのは、MRI運 営委員会で

あ り、内部委員4名(拠 点 リーダーを含む)・ 外

部委員2名(医 師を含む)お よび外部特別顧問2

名から成 り立つ。MRIの 運用および研究における

安全性確認 ・研究倫理審査 ・緊急時対策を行 うの

は、MRI安 全倫理委員会であ り、内部委員2名 と

外部委員2名(医 師を含む)か ら成 り立ってい

る。 さらに、研究者にMRI研 究実施の前提条件 と

して専門安全講習の受講を義務づけた り、MRIの

操作や解析の仕方を教える機会を設けた りするこ

とで、新たな研究者 を育成する環境を整えるのが、

MRI教 育 ・講習委員会であ り、内部委員2名 から

構成 される。

 現在、具体的に進行 している研究プロジェク ト

は10件 程度に及び、関係する研究者も20名程度に

なっている。MRIマ シンの稼働率 も高 く、休 日も

含み、平均で一日当たり5～6時 間使用されてい

る。実施されているテーマとしては、単純視覚認

識課題、単純運動課題、体性感覚知覚課題、暗算

課題などを用いた基礎的 トピックに加 え、顔およ

び表情の認識の神経基盤、生物学的動作 の知覚、

情動処理 と問題解決 との関連性、内受容感覚 と自

律神経活動 との関連性、魅力や選考に関する神経

基盤、拡散MRIの 方法論を用いた脳構造に関する

研究など、多岐に渡っている。さらに複数の研究

プロジェク トの実施が予定されているため、稼働

時間はさらに高まるものと予想される。

           __

MR喫 験室

敷地面積341.47㎡
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マーモセ ット飼育実験施設

 慶應 義塾大学医学部信濃町キャンパス、 リサー

チパーク内に、マーモセ ットの飼育お よび実験施

設を立ち上げた。

 マ ーモセ ッ ト(種 名:コ モ ンマー モセ ッ ト

Callithrix jacch us)と は霊長 目 ・マーモセッ ト科

に属 し、南米ブラジルを原産 とする新世界ザルで

ある。成体の体重は300g前 後、尾が長 く、耳の

周 りに自 くてふさふさとした長い毛を有す る。現

在、この施設にオスメス各2頭 ずつ、計4頭 の成

体マーモセッ トを飼育中である。ヒ トと同 じ霊長

類に属す るという理由の他、飼育の容易 さ、繁殖

効率などから、近年、医学、神経科学研究 を中心

とし、実験動物 としてのマーモセッ トに関心が高

まっている。

 飼育 ・実験施設は飼養施設 ・動物実験室として、

新宿区信濃町医学部キャンパス内の総合医科学研

究棟5階5N6室 に設置 された。 この部屋 を含 む

一画はリサーチパークと呼ばれ、独立の研究プロ

ジェク トを推進する研究室が集 まっている。部屋

面積 は94㎡ 、飼育室2(大1、 小1)、 実験ブー

ス3 (大1、 小2)、 居室か ら成る。現在、飼育

室(小)に4つ の個別ケージが導入済みであり、

各ケージに1頭 ずつマーモセ ッ トを飼育 してい

る。2つ の実験ブース(小)の それぞれに、行動

実験用の装置1台 ずつが設置 してある。

 飼育室前には前室が置かれている。居室か ら前

室には許可な く入ることはできない。これは、実

験動物の管理 目的以外 に、出入 りするヒトか らの

マーモセッ トラボ

感染がないようにする、という防疫 目的のためで

ある。マーモセットには独特の臭気があるが、飼

育室内は陰圧にされ、飼育ケージは透明アクリル

の ドアで閉め られてお り、 内部の空気は換気ユ

ニットにより強制的に吸い上げられ、臭気が外部

に出ないように対策されている。

 実験開始に先立ち、慶應 義塾大学医学部動物実

験委員会に動物実験計画書を提出し、承認を受け

(承認番号080006)、 医学部が実施する動物実験講

習を受講 した。これら必須の ものに加 え、マーモ

セット研究従事者は、動物 を導入する前に、30年

に渡 りマーモセッ トの飼育繁殖を行って きている

実験動物中央研究所において、飼育管理方法につ

いての研修を受けた。また、立ち上げに際し、マー

モセッ トをすでに導入 しているケンブリッジ大学

など、い くつかの研究室 を見学 し、飼育や実験 に

ついての経験的知識 を学んだ。そ して、昨年7月

から4頭のマーモセットの飼育 を始めた。現在3名

の研究者が信濃町の施設を利用 してお り、衝動的

選択事態の行動解析、論理的・直感的判断の認知・

神経基盤i、音声 コミュニケーションとその分子生

物学的基盤、の各プロジェク トが進められている。

実験計画は慶應 義塾動物実験規程、および慶應 義

塾大学医学部動物実験ガイ ドラインに従い、立案

し、承認を受けている。今後、マーモセットの認

知的 ・社会的特徴を生かして、実験心理学的 ・神

経科学的な手法を用いて、論理 と感性の進化的起

源に迫る研究が期待 される。

   一
   

■場所:医 学部信濃町キャンパス総合医科学研究棟リサーチパーク5N6室

●飼育動物 種 コモンマーモセ ッ ト ●動物実験室の面積:(94「 市

一

ー・
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野外研究施設

 慶應 義塾大学人文GCOEカ ラス生態研 究施設

は、三田地区か ら離れた、つ くば市上河原崎(守

谷鋼機つ くば工場敷地内)に 守谷鋼機株式会社の

協力を得て設置 されている。平成19年11月 か ら設

置計画 を進め、翌20年2月 に、5x10xH3㎡ の

実験飼育ケージと観察用小型プレハブを併設 した

施設 として完成 した。同年3月 から徐々にカラス

の導入を始め、平成20年6月 に現在の計8羽 とな

り、飼育観察施設として本格的に運用 を開始 した。

 運用直後 は、周辺の野生カラスが集ま り、近隣

施設や住宅へ被害のリスクも憂慮されたが、幸い、

野生 カラスが集 まるようなことは起 きなかった。

また、糞尿 などの臭いによる衛生上のリスクにつ

いても、ケージ内の床におが屑 を敷 き詰めること

で、夏場の高温多湿期においてもその臭いを抑え

ることができた。こられのことから、近隣農地地

主 らの理解 も得 られ、同施設が近隣への被害をも

た らすことなく、現在 に至っている。

 導入 したカラスについては、同施設が東京都環

境局の鳥獣捕獲許可(許 可番号74-75号)の 上で

捕獲 した野生個体である。また、実施中の実験に

ついては、平成20年4月1日 より施行された慶應

義塾動物実験規程に従い、動物実験委員会に承認

を得て行った(承 認番号08005)。

 現在、教員、大学院生、学部生あわせて3名 が

常時利用 してお り、社会生態、音声 コミュニケー

シ ョンなど4つ の実験が並行 して行われている。

いずれ も大型ケージと広い敷地を生か したもので

あ り、実験室では行えなかった、ユニークな研究

が展開されている。また、実験室 とは異なり、統

制 された条件ではないため、データ取得や解析に

予想外の困難が生 じるが、それ らも含め、より自

然に近い行動を示す野生動物を相手にするうえで

の創意工夫の機会が求められる教育施設 としての

一定の役割 も果た していると思われる。

 研究成果については、1件 の実験 に関 しては国

内外の学会にて既に予備データの発表を終え、断

片的な成果ではあるが邦文誌1報 に掲載済みであ

り、早い段階で論文発表できるものとなる。進行

中の他の実験についても、来年度以降、学生 らに

よって、学会や雑誌への成果発表できる水準にな

ることが十分に期待される。

野外研究施設
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研究成果発信支援 ・プログラム委員会

 近年の脳機能画像法の発達により、人が様々な

心的活動 を行っているときの脳の活動を外か ら非

侵襲的に記録す ることが可能 になった。その結

果、文系の学問が扱 っているテーマ(た とえば、

認知、言語、情動など)と 脳の関係を検討する学

問領域、認知神経科学が成立 し、急速 に発展 し

ている。fMRIは これまでに医、理系の研究機関、

部局に設置されることが多かったが、今回、慶應

義塾大学社会学研究科、文学研究科を中心とした

グローバルCOE「 論理 と感性 の先端的教育研究

拠点」では3TのfMRIを 導入する。これによ り、

文系の学問 と脳研究がよ り密接に関連 し、新 しい、

多 くの研究成果 を期待できるであろう。

しかし、文系の部局に所属する教員、若手研究者、

大学院生、学部生はfMRIや 脳 について十分 な知

識を持 っていないことが多いと考えられた。そこ

で、 グローバルCOEで はfMRIと 脳についての連

続講習会を実施することにした。以下に、昨年度

に引 き続 き実施 された脳の講習会 とfMRIの 講習

会の記録を一覧表で示 した。

脳の講習会

4月2日 第9回 記憶と脳1 梅田 聡 慶應  塾大学

4月5日 第10回 記憶と脳2 梅田 聡 慶應義塾大学

4月9日 第11回 視空間失認 武田 克彦 国際医療福祉大学

4月16日 第12回 社会的認知と脳1 梅田 聡 慶應義塾大学

4月19日 第13回 社会的認知と脳2 梅田 聡 慶應義塾大学

4月26日 第14回 聴覚 ・音声と脳 小嶋 群三 慶應義塾大学

5月7日 第15回 脳による運動の制御 丹治 順 玉川大学

5月10日 第16回 認知から運動へのつながり 丹治 順 玉川大学

5月14日 第17回 言語と脳1 伏見 貴夫 北里大学

5月17日 第18回 言語と脳2 伏見 貴夫 北里大学

5月21日 第19回 脳の機能の左右差と脳の構造の左右差に関する考察 杉下 守弘 新潟リ八ビリテーション大学院大学

6月7日 第20回 高次視覚認知機能1 田中 啓冶 理化学研究所

6月14日 第21回 高次視覚認知機能2 田中 啓冶 理化学研究所

6月21日 第22回 前頭連合野の知的機能と報酬情報処理1 渡邊 正孝 東京都神経科学総合研究所

6月28日 第23回 前頭連合野の知的機能と報酬情報処理2 渡邊 正孝 東京都神経科学総合研究所

7月5日 最終回 脳の進化 渡辺 茂 慶應義塾大学

fMRI習 会

6月4日 第4回 fMRIデ ータ処理 につ いて 河内山 隆紀 ATR
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1広 報委員会

 広報委員会は、研究成果の内外への発信を行っ

ている。本年度は、以下の活動を行った。

(1)年 に4回 ニ ュースレターを発刊 した。各号

 では、新たな研究成果や情報 を迅速 に掲載す

 るよう留意 した。内容は、「各研究班の研究進

 捗状況報告」、「研究施設の紹介」、「研究施設

 の運用方法 と現在 までの成果」、「国内外 のシ

 ンポジウム(講 習会、研究会)の 要約」、「国

 際学会参加報告」、「ケンブ リッジ大学 との合

 同セ ミナー報告」、「研究員紹介」などである。

 各記事 は、最先端の研究成果を、一般の人 に

 も理解 しやすい形 で書かれ、社会 に向けた発

 信 としての意味 ももっている。

(2)京 都大学 グローバ ルCOEと の共催で、「心 ・

 病 ・文化:医 療をめ ぐる文化 と倫理」という題

 目のシンポジウムを、2009年1月11日 に実施し

 た。

(3) 1年 間の研 究 成果報 告書(英 文)で あ る

「CARLS Series of Advanced Study of Logic

and Sensibility. Vol.22008」 を 、編 集 、発 刊 し た 。
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1倫 理委員会

研究体制の倫理的整備

 本倫理委員会の課題 は、GCOEプ ログラム ・論

理と感性の先端的教育拠点において実施される研

究のうち、 とくに被験者の協力 を要する研究、あ

るいは実験動物を用いる研究の立案、実施、成果

発表に際 して求められる倫理的配慮 を、研究担当

者とともに検討 し、必要な提案を行 うことにある。

研究計画の倫理審査 は、本委員会ではな く、「文

学部研究倫理委員会」など既設の当該審査機関に

おいて行われる。

 本委員会は、昨年度は主 として、研究計画に際

して倫理的に配慮すべ き諸点を確認するための研

修 を、大学院生を含む研究者に対 して行った。本

年度は、1.実 験による研究、2.機 能的磁気共鳴画

像(fMRI)を 利用する研 究、3.ふ たこの行動発

達に関する研究について、それぞれの研究体制の

基礎的な部分の整備 と検討を行った。

1.動 物実験 による研究

1.1.実 験施設の登録と実験実施者の受講

 動物実験の実施に際しては施設と実施者の登録

が必要 とされる(資 料1参 照、伊澤栄一作成)。 本

塾 における動物実験については、医学部に置かれ

た 「動物実験委員会」が、「慶應義塾動物実験規定」

に基づいて一元的に管理 している。本研究に関わ

る飼育保管施設と動物実験室はすべて、同委員会

に登録申請 して承認を受け、 また実験にたずさわ

る大学院生以上の研究者は、同委員会が実施する

講習会を受講している。

1.2.実 験計画の審査 一 とくに遺伝子組替えマウ

  スの使用について

 実験計画 も同委員会に審査 を申請 し、計9件 の

承認 を受けている。内2件 は遺伝子組換えマウス

を使用するため、理工学部に置かれている 「遺伝

子組換え実験安全委員会」にも審査を申請し、承

認を受けている。

 同委員会で承認された研究は、遺伝子組換え自

体を行 うのではな く、他施設で組換えられたマウ

スの提供を受けて行われるものである。したがっ

て、厳密 に言えば、「研究開発等 に係 る遺伝子組

換え生物等の第二種使用等に当たって執るべ き拡

散防止措置等 を定める省令」(平 成16年 文部科学

省・環境省令第1号)に 言 う 「遺伝子組換え実験」

には当た らないと思われるが、それに準 じた配慮

が必要と考えられる。そこで、施設はPIAレ ベル

の諸要件(逃 亡の防止、種類ごとの識別、組換え

動物飼育中の表示 など)'を満 たすことを確認 し、

さらに提供を受ける個体数とその後の廃棄等を記

録す ることとした。

 また同委員会からは、実験実施者について、講

習会受講に加えて、遺伝子組替え実験の経験を持

つ者がいることが望ましいとの指摘 を受けた。教

員にはその経験者がいるが、今後は大学院生にも

その機会を提供することを検討する。

1.3.今 後の検討課題

 今後検討すべ きことを、 さらに二点付記する。

一つは、本研究がカラスおよびハ トを使用するこ

とから、鳥インフルエ ンザ感染の可能性 をも想定

し、 これに対応する危機管理の体制 を整えること

である。 これには医学部の助言や三田保健 セン

ターの助言が求められる。もう一つは、情報公開

の方法である。透明性、説明責任が求め られると

は言われるが、具体策は各研究主体 に委ねられて

いる。どのような情報をどのように提供するかを

検討 し、可能なことから実施する必要がある。

2.機 能的磁気共鳴画像(fMRI)を 利用する研究

2.1.組 織体制

 慶應 義塾大学人文グローバルCOEと して 「MRI

運用規定」を定め(資 料2)、 これに基づき、研究

全体 を統括するために、「MRI運 営委員会」を設

けた。 また同委員会 と並んで、「MRI教 育講習委

員会」および 「MRI安 全倫理委員会」を設けた(資

料3、 梅田聡作成)
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2.2.教 育講習

 「MRI教 育講習委員会」は、実験実施者に装置

使用 に関する基礎的な知識 と技術を習得させるた

めに、シーメンス社におけるプレトレーニ ング受

講を斡旋 し、講習ビデオの視聴および操作手順 ト

レーニングを主催する。

2.3.安 全倫理

 「MRI安 全倫理委員会」は、 トレーニングを受

けた実験実施者による倫理審査申請書類の作成 を

指導する。実施者は 「MRI研 究安全倫理審査申請

書」(資料4)に 記入 し、 これについては同委員会

の審査 を受ける。

 文学部研究倫理委員会に提出する 「研究倫理審

査申請書」には研究協力者への 「説明書」 と、協

力者が署名す る 「同意書」の添付が求め られる。

このうち説明書については、協力者の人権への配

慮(自 由意志の尊重、個人情報の保護)、fMRIに

ついての説明と安全性 といった、 どの個別研究に

も共通する部分の雛形を用意した(資 料5、6)。

2.4.研 究協力者への配慮

 fMRIは 多 くは医療機i関で使用 されるため に、

本研究も医療に関わると誤解 されるおそれがある

ため、「説明書」には医療行為は行われないこと

を明記 した。 しか し、「MRI安 全倫理委員会」に

よる画像などの研究の監査に際して、その委員で

ある医師により、協力者に受診 を勧めることが本

人の利益になると判断された場合 は、その旨を協

力者に伝えることとした(資 料2の 第11条4項 およ

び資料5の5項)。

3.ふ た この行動発達 に関す る研究

 ふたこの行動発達に関する研究については、研

究グループが先行研究において行って きた遺伝情

報管理の経験を踏 まえて、今後の課題の検討を始

めた。

 この領域 の倫理指針 として、「ヒ トゲノム ・遺

伝子解析研究に関する倫理指針」(文 部科学 ・厚

生労働 ・経済産業 の3省 合同指針、2001年 制定、

08年 改正)が ある。これは 「すべてのヒトゲノム・

遺伝子解析研究に適用」されるものだが、想定さ

れているのは主 として病因遺伝子の解析であるよ

うに見受けられる。本研究において行われるのは、

疾患ではな く正常範囲の行動形質に関連する可能

性 のある遺伝情報の探索、SNPsを 用いた卵性診

断である。こうした領域 における指針の具体的適

用、適切な運用については、さらに検討を進める

必要がある。
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(資料1) (資料2-1)

2008年度GCOE倫 理委員会

H21.23 伊澤栄一

【動物実験関連7

動物実験を実施するに当って必要な登録および承認

  ① 施設の登録申請・承認 ②実験実施者番号の取得 ③実験内容の申請・承認 ④その他

①施設の登録申請・承認

  飼養保管施設 3件 動物実験棟(三田)、マーモセット実験室(信濃町)、カラス施設(つくば)

  動物実験室  3件 同上

  →空調(温湿、換気)、逸走防止策(区分PIA:前 室、施錠、窓/排水口の封鎖、ねずみ返し等)

※動物棟→1室で複数種を飼育・実験>〉 〉交雑の危険性

 微生物学的由来〔SPFvsコンベンショナル)で分離。 SPF動物については遺伝学的由来〔改変、変異
 、近交)に基づく種間交配が生じないよう区画分離飼育。

②動物実験実施者登録番号の取得

    動物実験の申請に必要
    院生以上の実験従事者が対象。医学部動物実験講習会の受講(不定期、於:信濃町)

    現在12名 が取得

③動物実験実施者登録番号の取得

  1)動物実験計画 動物実験委員会(慶應義塾動物実験規程:H20.4.～)

          → 実験内容に関する審査(動物福祉・安全性)。満1年更新。

            ※遺伝子改変動物を扱う場合、当該動物の安全性承認が事前に必要
             (動物実験委員会はカバーしていない)

    動物棟7件(動 物種:5ラット1、～マウス4〔変異・改変zl、ハト、カラス、小鳥2、魚1)
    マーモセット1件
    カラス1件

ii)遺伝子組換え実験計画 理工学部遺伝子組換え実験安全委員会
            (環境省 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物多様性の確保に関する法律H16.2,～)

        → 遺伝子組換え実験内容、微生物学的由来、封じ込め区分、供与元の明確化.

        → 講習会の受講が必要。承認は年度更新。
          ※「病原微生物取リ扱い」・「遺伝子組換え実験」経験が必要

   動物棟1件(動 物種:マ ウス2(変異1、改変2})

④ その他

 野生動物の捕獲:東京都環境局よリ学術許可承認1件(カ ラス、ハト)。年度更新。
 野生動物導入の検疫:ハ ト 2-3週 間の検疫期間、外部寄生虫除去、ワクチン接種

            カラス 2-3週 間の検疫期間、外部寄生虫除去、腸内寄生虫の除去

 屠体処理:医療感染性産業廃棄物処理の専門業者に委託(エルエス工業株式会社)

慶應義塾大学人文グローバルCOE MW運 用規程

平 成20年4月1日 施 行

平成21年2月a日 改 訂

(目的)

第1条 この 規程 は、慶應 義塾 大学 人文グ ローバ ルGOE(以 下「グローバ ルCOE」 という)におい

て 、人間 を対 象とした脳研 究(以下 「研究 」とい う)が、ヘ ルシンキ 宣言 の趣 旨 に沿って実 施 され 、

倫 理的 配慮 のもとに行 われ ることを目 的として定め る。

(運営委員会の設置)

第2条 グローバルCOEに おけるMRI研究の適正な運営および統括を図るため、グローバル

COEにMRI運 営委員会(以下、運営委員会〉を設置する。本運営委員会は、本グローバルcoE

拠点リーダー(以下.拠点リーダー}が委員長を務め、次に掲げる委員をもって構成し、拠点リー
ダーが任命する。

(1)拠点リーダー

(2)当グローバルCOE事菜担当推進者・研究員(MRI経験の豊富な者)計2名 以上

(3>当グローバルCOEに所属しない医師2名以上

to>特別顧問(MWに関する豊富な知識を有する者>2名以上

(安全倫理委員会の設R)

第3条 グローバルCOEにおけるMRI研究の安会性、研究倫理、および聚急事態への対応方

法などに関する議論および意思決定を目的として、グローバルGOEにMRI安 全倫理委員会(以

下、安全倫理委員会)を設置する。本安全倫理委員会は、次に褐げる委員をもって構成し、拠点

リーダーが任命する。

(1)当グローバルCOE事業担当推進者・研究員(MRl経験の豊富な者〉計2名以上

(2)当グローバルCOEに所属しない医師2名以上

(安全倫理委員長の選任)

第4条 安全倫理委員会に委員長を置き、当グローバルCOEに所属しない、且つ医学について

の学識経験豊富な委員のうちから互選し、拠点リーダーが任命する。

(安全倫理委員会の開催)

第5条 委員長は、必要に応じて安全倫理委員会を召集し、その議長となる。

(資料2-2) (資料2-3)

2安 全倫理委員会は、委員の3分の2以上の出席によって成立する。

3委 員長が安全倫理委員会を開催できない場合、あらかじめ委員長が指名した委員がその職

務を代行する。

4委 員長は、特に必要があると認める時は、委員以外の当グローバルCOE内 外の者を委員会

に出席させ、意見又は説明を求めることができる。

(職務)

第6条 安全倫理委員会は.次に揚げる事項について審議、判定する。

(1)研究に関して対象者に理解を求め、その同意を得る方法。

(2)対象者の人権の擁護、プライバシーの保護。

(3)研究によって生じる対象者への不利益ならびに危険性への配慮。

(4)その他研究の安全確保に関すること。

2安 全倫理委員会は審議に当たって研究代表者及び実験者の出席を求め、研究計画内容等

の説明を求めることができる。

3委 員は審議内容を第三者に洩らしてはならない。

(MRI教 育 ・講 習 委員会 〉

第7条 グローバ ルGOEに おける,MRIを 使 用した研究 の適 正 な運用 を図るため 、グ ロー バル

COE 1;MRI教 育 ・講 習委 員会 を殴置 する。本 教育 ・講習 委員 会は 、次 に掲 げる委員 をもって 構

成 し、拠点 リー ダーが 任命 する。

(1)当 グ ローバ ルCOE亭 莱 担当 推進 者・研究 員(MRI経 験 の豊 富な者)計2名 以 上

2MRlを 実験に使用する研究者は、MPo教育・講習委員会の指定する以下の講習会、トレーニ

ングに参加し,MWを研究に使用する上での十分な知織と技術を身につけなければならない。

(1)シーメンス社主催のMRlプレトレーニングの受講

(2)シーメンス社の安全講習ビデオまたは当グローバルCOE作成の安全講習会ビデオの視聴

(3)操作手IIIトレーニング

なお.これらの受講順序は自由とする。また、(1)については日本磁気共嶋医学会のMR基礎講

座の受講をもって代えることができる。

(MRl安全倫理審査申請書)

第8条 研究代表者は、研究を実施するに当たり,MRI教育・講習委員会の指定する講習会、ト
レーニングに参加した後、MRl安全倫理審査申請書を安全倫理委員会に提出し、承認を得なけ

ればならない。

2MRl安 全倫理審査申請書を提出する際には、対象者の同意を得る際に使用する脱明文書を

安全倫理委員会に添付しなけれぱならない。

3MRI安 全倫理審査申請書には、以下の項目が含まれている必要がある。

(1)指定講習会・トレーニング受講の有無、関連する資格・技能。

(2)実施予定の実験の手続き。具体的には、刺激呈示の有無、刺激のモダリティ(電気刺激の有

無など)、呈示方法、薬物使用の有無(薬物使用の場合はその詳細)、生理指標収集の有無(収集

の場合はその詳細)、撮像条件の詳細など。

(文学部研究倫理委員会審査申請書)

第9条 研究代表者は、研究を実施するに当たりMRI安全倫理審査申請書を安全倫理委員会

に提出し、承認を得た後、文学部研究倫理委員会に倫理審査申請書を提出し、承囲を得なけれ

ばならない。

(研究遂行上の義務)

第10条 研究代表者及び実験者は、倫理的配慮のもとにヘルシンキ宜君の趣旨に沿って研究

を行わなければならない。

2安 全倫理委員会委員長は、対象者に事故、障害又は何らかの問題が発生した場合、速やか

にその内容及び実施した対応策を文書により報告しなけれぱならない。

3拠 点リーダーは、研究が委員会において承誘された内容を逸脱して実施されていると判断し

た場合は、直ちに安全倫理委員会に対し、研究代表者に対する注意又は必要な場合には研究

内容の変更、中止命令若しくはその他の措置を講ずることを建議しな1ナればならない。

(記録の保存と管理〉

第11条 安全倫理委員会の蕃議に関する記録及び資料,MRl安全倫理審査申請書、対象者の

同意に関する記録、MW実験の画像データについては、研究代表者を保管の責任者と定め、適

切な条件のもとに最低5年間は保管されなければならない。

2前 項に掲げた記録の閲覧請求があった場合には、安全倫理委員会で審議し、その結果を本

拠点リーダーに報告するものとする。

3拠 点リーダーは、報告に基づき、請求が妥当なものと判断した時には閲覧を許可する。
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(資 料2-4)

4MRlの 画像データのうち、解剖学的構造画像については,MW安 全倫理委員会の委員である

医師により医学的異常の有無を精査し、異常が発見された場合には,MRl安全倫理委員会の委

員が、後日参加者に対して医療機関への受診を勧めることとする。なお、このことは事前に対象

者の同意を得ておくこととする。

(規定の改廃)

第12条 この規程の一部改正あるいは廃止については、安全倫理委q会の過半数以上の承認

を得なければならない。

(資料3-1)
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(資料5-1) (資料5-2)

 これ らの リスク を最 小限 に とどめ るた め、実 験者 はMRi実 験 に参加 す る際の 注意 事項 に

つい て参加 者 に事 前に 説明 し.実 際 にMRIル ーム に入 る前 に、持 ち込 み が禁止 され てい る

物を 身に っ けてい な いか 、複 数回 に分 け 、慎 重に 確か めま す.ま た 、騒 音 につ いて は、 耳

栓や ヘ ッ ドフォ ンの 着用 を義 携づ け 、許容 紐 囲内 と感 じ られ るまで 軽減 させ ま す。 また 、

実験 室外 か らも対#8.の 状態 を常 時監 視 し、 精神 的な 苦痛 を和 らげ る ため に.頻 繁 に室 内

ス ピーカ ーを 通 して声 をか け ます.MRIの 安 全性 につ いて は、後 述 の 「MRIの 安全 性 」の

項 目を熟 読 して くだ さい。

4. プライバシーの確保および研究結果の公表にっいて

 得られた結果は.実験者が責任を持って保管し.研究以外に使用することはありません。

研究で使用するデータは、すぺてIDで管理され、参加いただいた方の個人情報が特定され

るような情報が公になる二とはありません。

 Ik は々本研究の結果を、神経科学・心理学などの分野で国内外の学会・学術雑誌などに
おいて発表することを前提としています。発.長の中には、個人を特定できる可能性のある

情報は含まれず、個人のプライバシーは完全に守られます。

5. 医療 診 断 行 為 に っ い て

 当施設lf厚 生労 働省 管 轄の 「病 院」 で はな いた め、 医師3i一で定 める1匿叢 に当 た る行為 を

行 うこ とはで き ません 。 したが って 、当施 設 のMR[装 置を使 っ ての 医療 行為 ・診断 行 為は

致 してお り ません.よ って.撮 影 した デ ータ に閲 す る疋常 ・異常 を参加 者 にお 伝え す るこ

とは で きませ 砺

 た だ し、 当施設 ではMRI 全 倫理 委員 会の 委員 であ る医 師の 助言 に垂 づき 、後 日、参 加

者に 対 して.医 療 機関 几の 受診 を勧 め る場合 が ござい ます.

6. MRI(Magnetic Resonance Imaging;磁 気 共 鳴 画 像)の 原 理 と 安 全 性

MR量 装 置 とは

 M則 装置 は.ト ンネ ル状 の磁石 の よ うな

もの です。この 中 に体 を入れ.ラ ジ オ波(電

波)を 体 に 当て、 体か ら返 って くる ラジ オ

波を も とに して.MRJ信 号を測 定 し、体 の

断面 の画像 を つく るこ とが でき ます.体 内

を 自由 な力'向か ら詳 細 な部 分 ま で映 し出

†こ とが で きます。

S【[MGNS,1ノ 入フ.TrLo-Tm

医療の現蝪では日常的に画像診断機器として、そして脳科学などの研究分野でも.よく

(資料5-3) (資料5-4)

用い られ てい る もので す。

MRIの 原 理

 あ る強 度の 静磁 陽 の中 に生 体を 置 くと 、生体 内 に含 まれ る水 素原 了・核 が.特 定の 周渡 数

の冠 磁波 〔電波)を 吸 収す る とい う現象 が起 き ます。 これ を磁 気共 鳴 〔Nucicar Magnc【ic

R姻 肥nce:NMR)と い いま す。 生体 内に吸 収 され た電波 の エ ネルギー の ほ とんど は.周 囲

の物 質に 伝わ り熱 に なっ てい き ます が.-0は 冠 波 として 放出 され ます.こ の 電波 の放 出

時閥 は.物 質 の性 質 を反映 し てい ます。 放出 され る電 波 を、MRI装 置 内の コイ ル アン テナ

で受 信 し、その 信 号・を もとに して 画像 を作 成 した ものが.MN〔Ma解 【icR脚n皿ceI㎜gingl

磁 気 共鳴 画像)で す.

fMRl〔 機 能的4121) とは

 通 常のMR1撮 影 は 、体の 内部構 造 を映 像化す る こ とを目 的と して います1解 剖画 像ん

方、機 能 的MRiは 、さま ざま な課題 を行 って い ると きに 、脳 のど こが活 動 してい るか な ど、

脳 の機 能 を調 べる こ とを 目的 として い 表す 〔機能 画像 》、

解剖画像 機能画像

 私 たち が何 かの 活動 を 行 うと、脳 の 中 では血 液 中の酸 訟 を結 合 したヘ モ グロ ビン1酸 素

の 運 び手}と 駿素 が結 合 して いな い 〔酸素 を遊 離 しrdヘ モグ ロ ビンの 割合 が 変化 し.そ

の 輝 分のMRI儒 号が変 化 しま†. MRI験 査 でlivL;ii、エ コー プラ ナー 法 〔EPDと い う耗

速 撮像 法 を用 いて 、このMR【 信5」.の変化 を調 べ るの です。

 通常 の 医療.用のMftl撮 影 と根 本 的にYA/sる わ けで はあ ワ ません,若 干撮 影手,Uが 異な り

ます が、基 木的 に は同様 の.F順 で行 いま す、

MRIの 安全 性

   すべ て のMR星 炭 影実 験は 、慶應義塾 大学 人 定グ ローバ ルCOE・MRI運 営 委員 会が 定

   め たMRI安 全倫 理凄 員 会、 お よび慶応義塾 大学 文学 部研 究 倫YI'31会 にお いて 審

議 ・承認 され てい ます。

MRIは 、磁気 と竃 波 を使 って 体内 を映 像化 しま す。 した がっ て.放 射 線に よ る影響

はあ りま せん、 造影 剤 など の薬 の投 与は あ りませ ん.

当施設 のMN装 置 の.画 像 を得 るた めに 用い る磁 場の 強 さは、3テ ス ラで...一殴病

院 でNも 多く用 い られ てい るMWの1.5テ ス ラよ り高い 磁場 を持 って い ます。 テ ス

ラと は磁 力の大 き さを あら わす 国際 単位 で、1テ ス ラは1万 ガ ウ スと定 義 されて い ま

す 。例 えば.地 球 の持 っ地 磁場 が0.5ガ ウス.掲 示板 な どで使 われ るマ グネ ッ トが数

百ガ ウス ですの で.MR1は 非 常 に強い 磁 力を持 っ てい ます。1.5テ ス ラのM則 装置

につ いて(Y,長 期的 な影 響 に閲 して は未知 です が 、 日本で は過 去zo+r問 研 究が お こ

なわれ て きま した が、未 だ悪 彫響 の 轍告 はあi)ま せ ん。

近 年 、我 が国で も3テ スラ のMRI装 置 を臨 床で 使用 す るこ とが認 め られる よ うにな

りま した.3テ スラ以.Lの 装置 は、 既 に国 内でzo台 以 卜稼動 して お り、欧 米 も含め

ると既 に 数 丁.人以1..の参加 者 を対 象に 測定 が行 われ て い ま†が 、k/+.ま で 、これ に

よる 人体 に対す る短 期的 な悪 彫響 は 見出 され てお りませ ん。

当施設 にお け るMRI装 置 速転 は、3テ スラ より も磁場 の強 い4テ スラ の安 全基 琿に

則 っ てい ます。 た だ し.よ り高い 安全 管理 の観 点 から.参 加者 が実 験後.次 の 実験

の 参加 者 にな る まで には.ヶ 月以 上の 間隔 を あけ てい ます.も し 、 .ヶ月の 間隔 が

あい てい ない場 合 には 、申 し出 てく ださい.

MRIは 安 全な 装 置です が、 強 い僻石 を用 い てい るた め.体 内 に金 属を 装着 して い る

場 合 は、発 熱す る な どの危 険性 があ り ます。 また 、MRIは 磁 気を 使っ て体 内を 映像

化 す るた め、金 紙 を身 につ けて いる とMR1が そ の影 響 を受け て、 撮彫 が うま くい き

ませ ん.身 に 着け て いる金 属や 機械 類 は、 事前 にす ぺ ては ず して際 影 を受 けて いた

だ き ます。

眼 鏡 や コン ク ク トレ ンズ を使 っ て いる カ.のた

め に 、MRI実 験 用の 非磁 性体 眼鏡 を用 意 してい

ます、.実験 内容 に よって は.こ の 眼鏡 を使 って

い た だき ます。

参 加者 は 、実験 中に 不快 を感 じた 場合 、連 絡用

ボ ール を 押 し、い つ でも実 験 を11ヒ[ちに4」止 す るこ とが でき ます.検 査時 に体 調不 良

で あ るな ど、 不安 な く安全 に検 査 を終 え られ るか心 配 な方 は、 その 旨 、申 し出 て く

だ さい 。

7 MRl撮 影 の 手 順

〔検 査前)

 1、 課 題の 説明 と刺 激提 示装 置の 取 り付 け

    実 験の 諏題 にっ いて 説明 します,視 覚 馴激 ・聴 覚刺 激 のCf-rku〔 眼競 ・へ ・アド
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  フォ ンな ど}を 装着 し、適切 に刺 激 が提示 され てい るか 確認 し ます.

2. MR1寝 台 への 仰臥位 と頭 °4の固 定

   MR1撮 影でIS,頭 を 動かす と正確 なデ ー

  タを とる こと がで きな くな ります 。寝台 に

  仰 向 けに寝 た状 態で 、頭 を固 定 します.楽

  な姿勢 を とっ てくだ さい,撮 彫 中に 何か 異

  常 を感 じたら 、手 元に 置 く連 絡 用コ ール を

  握 っ て知 らせ てくだ さい.

3. MRI寝 台 の移 動

   寝台 を撮 影位 置 まで移 動 します 。その ま

ま楽 な蔭勢 で撮 影が 始 まるの を待 っ てい てくだ さい.

(検査 時)

1. 位 置決 め ・磁 石の 調整  (AIS-10分 〕

    実験 時 に憬影 す る脳の 位置 を決 め.き れい な画像 が とれ る よ うに 、機 械の 調整 を

  行 い ます、.楽な姿勢 を とっ てい てく ださ い。

2. 解剖 画像 の撮 影  〔約15分}

   課題 中 に、脳 の どこが 活動 した のか を特 定す るた め に、解 剖画 像 を撮影 します.

3.実 験

    慌影 前 に説 明 した課題 を行 っ ても らい ます。

寧 上 記撮 像方 法は一 般的 な もの でx,n,撮 影に かか る時 問 ・撮 彫順 序 は、研 究内 容 によ

  っ て変 わる こ とがあ り ます.

零 実験 開 始時 には 、ア ナ ウンス でお 知 らせ します.,

喉 実験 以 外の とき は,頭 や 体を 動か さな いよ うに 、 リラ ックス して お待 ち くだ さい.

8. MR且 撮 影 中 の 注 意

    ' は   振 動が あ ります

  検査 が始 ま ると 、ガ ンガ ンガ ンと い うよ うな大 きな 音が した り.寝 台 が振 動 した りす

 るこ とが あり ます。 これ らは装置 の調 節や 画 像崖影 に よ るもの でr.,撮 影中 は、 遮音 の

 たa>,必 ず 耳栓 を してい ただ き ます。

 2 実験 中 は眠 らない で くだ さい

  実 験巾 に眠 って し求 う と、脳 の活 動が 記録 で きませ ん。uttらない で課 題 を行 って くだ

 さい。 も し、 実験mに 眠 っ て しまっ た揚 合や 、眠 くて 課題 に集 中で きな か った場 合 は.

 実 験者 にお 知 らせ くだ さい。

 3 頭や 体 を動 かさな いで くだ さ い

  MR【 鍛 影 中に 頭が 動い て しま ・)と、画 像 が乱れ 、デ ー タと して用 い るこ とが でき なく

な って しま いま す。 特に 実験 中は 、fah.頭 や 体 を動か さ ない よ うに して くだ さい。 も

し動い て しまっ た ときは.実 験者 にお 知 らせ く ださ い。

a 墨 常 を感 じた ら知 らせ て くだ さい

 撮影 中は 、匝 絡用 のボ ール を持 って い ただ きます.以 下の よ うな場 合は 、 ボール を 強

く握って実験者にお知らせください。

  気分が悪くなったとき

  耳栓が外れたとき

  黙題や指示が理解できないとき

(資料6-1) (資料6-2)
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